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日本発生生物学会 
〒 444 岡崎市明大寺町 字 西郷 中 3 8 

基礎生物学研究所 生殖研究部門 



ム
 %
 

長 : 〒 300  茨城県土浦市湖北 2 丁目 5  一 10 

岡田盤古 ( 電話 0298-22-7348,  Fax 兼用 

Email@ flyokada@@@ZoBell ， biol ・ tsukuba ， ac ， jp) 

DGD 編集主幹 : 〒 227 横浜市緑区長津田町 4259 

東京工業大学生命理工学部 

屋 元紀 ( 電話 045-924-5720) 

事 務 局 : 〒 444  愛知県岡崎市明大寺 W 字 西郷 中 38 

基礎生物学研究所 発生生物学研究系 生殖研究部門内 

( 幹事長 ) 長 漬 嘉幸 ( 電話 0564-55-7550) 

( 庶務幹事 ) 田中 実 ( 電話 0564-55-7552) 

( 会計幹事 ) 古国通 庸 ( 電話 0564-55-7551) 

学会センター : 〒 113 東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 

学会センター C2l 

財団法人 学会事務センター 

日本発生生物学会担当 係 ( 電話 03-5814-5810) 

日本発生生物学会への 火退会，住所・ 所属変更，会費納入，および 出版物 (DGD, イン 

フオメーション・サーキュラ 一など ) の郵送については ，上記の日本学会事務センタ 一に書 

面でお問い合わせ 下さい。 

サーキュラ ー への投稿募集 

日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法，学会見聞記，関連学会案内，書評等どの な よ う 内容でも結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さ 

宛先 : 〒 444 岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 番地 

基礎生物学研究所・ 生殖研究部門内 

日本発生生物学会事務局 

FAX  : 0564 一 %  一 7556 
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出席者 ( 敬称略 ) : 岡田盤古 ( 会長 ), 江口吾朗 ( 運営委員，双会長 ), 長 演義孝 ( 幹 

事長 ), 安部真二井出宏之，黒岩 尾，嶋田 拓 ，白井浩子， 竹市 雅俊， 固 まり 

な，京中川 徹 ，藤澤 肇 ，八杉貞雄 ( 以上運営委員 ), 田中 実 ( 庶務幹事 ), 吉 

国道 庸 ( 会計幹事 ) 

1 . 岡田盤古会長挨拶 

2 . 江口吾朗前会長挨拶 

3 . 新運営委員紹介 

4 . 報告事項 

1 ) 会員数の推移 

1994 年 m2 月現在の会員数は 1134 名で，正会員 899 名，学生会員 208 名，賛助 

会員等 27 名。 この一年間での 入会者 132 名，退会者 51 名。 

2) Circular79 号は 1995 年 1 月に， 80 号は 5 月に発刊予定 

3) アジア学術交流促進事業 ( 日本学術協力財団 ) への寄付を承認。 

4) 文部省科学研究費第 2 段審査委員候補者の 承認。 

5) DGD の編集 

外国出張のため 欠席した星編集主幹に 代わり，岡田会長および 事務局が D 

GD の現況について 説明。 

Blackwel 肘への移行は 順調に進行しており   3 月中旬までには 37 巻， 1 号 

が 会員の手元に 届く予定。 

DGD の Blackwell 社への移行に 伴い，編集幹事は 置かないこととする。 

これまで，編集幹事として DGD の編集業務に 携わってこられた 嶋田 拓 

氏 に会長から謝辞が 述べられた。 また，会長から 嶋田氏には引き 続き， 

Editorial Board の一員としてご 協力願いたり 旨の要請があ り，本人もこれ 

一 I 一 



  

  

を 承諾した。 また， DGD の 干 何千についてこれまでご 尽力いただいた 大学 

印刷に感謝状をおくることになり ，その作成を 岡田会長，江口双会長及び 

事務局に一任した。 

DGD の採択率は 77.6% でやや高め。 

高等植物，無脊椎動物に 関する論文を 増やす 53 要望があ った。 

6) 1995 年度大会 

藤澤 肇氏 ( 大会委員長 ) より， 5 月 29 一 31 日に愛知県産業貿易 館 で開催 

される第 28 回日本発生生物学会大会について ，開催に向け 準備が順調に 進 

付 している旨の 報告があ った。 

7) 1996 年度 ( 第 29 回 ) 大会を，京都 ( 大会委員長，佐藤知行・ 京都大学教授 ) 

で開催することが 確認、 され，会場および 期日を以下のとおり 決定した。 

会場 : 京都会館，期日 : 5 月 23 一 25 日。 

5 . 審議事項 

1) 1994 年度収支決算案が 提出され，審議された。 

前年度と同様に DGD 刊行 費 が学会費収入を 大幅に越え，学会財政がき 

ね めて不健全な 状態であ る。 また，特別会計・ DGD 基金の残金が 僅かと 

なり，この基金からの 補填は次年度以降不可能となる。 なお， 1994 年度収 

支決算は引き 続き次回の運営委員会で 審議し総会で 計ることとした。 

(1994 年度収支決算は 次号の CircuIar に掲載 ) 。 

2) 1995 年度予算案が 提出され，審議された。 

DGD の刊行が大学印刷から Blackwel 附に移行することにより ，刊行 費 

が 削減され， 1995 年度学会財政の 改善が予想される。 これに伴 い 特別会計 

0 項目， とくに DGD 基金の今後の 取り扱いについて 意見が交わされ ，こ 

れらをもとに 次回の運営委員会で 再度審議することとした (1995 年度予算 

は次号 Circular に掲載 ) 。 

3) 会計監査委員の 選出 

上記委員に岩松鷹司 氏 ( 愛知教育大学・ 教授 ) および属星建二郎氏 ( 名吉 

尾大学，教授 ) が選出された。 

一 2 一 



        

 
 

  

  

DGD 便り 
"37 巻 ] 号の配布について " 

すでにお知らせしましたように ， DGD の製作，配布は 37 巻Ⅰ 号 より， Blackwell Science 社に 

委嘱しておりますが ，第 1 号の配布が大変遅れ 申し訳あ りません。 編集委員会としては ，約束通 

りに入稿 し 第 1 号は 3 月 1 日までにはお 手許に届くものとばかり 思っておりましたところ ， 2 ケ 

月以上も配布が 遅れてしまいましたが ， このサーキュラ ー がお手許に届く 頃 までには，第 1 号。 

第 2 号の配布が完了するものと 期待しております。 同社によれば ，遅配の原因は 次のような手違 

いが重なったためです。 

1 . 第 1 号であ るが故に， Blackwell Science 社，印刷所で 多少手違いがあ り，発行が 3 月末に 

なった。 

2 . 発送 地 であ るシンガポールで ，たまたま 起 こった郵便の 大渋滞に巻き 込まれた。 

( 以上 4 月初頭での情報 ) 

3  ,  印刷所の手違いで ， economy  airmail で送るべきところを surface  m  ail で発送してしまった。 

(4  月 20 日に得た情報 ) 

新体制での発刊が 出足からこのような 事態になってしまい ，本学会会員，著者をはじめ 多くの 

方々に多大なご 迷惑をお掛けしてしまいましたことを ，深くお詫び 致します。 今後このようなこ 

とが 2 度と起こらないよう ，Ⅲ ackwelI Science 社に申し入れるとともに ，編集委員会でも 充分注 

煮 して参りますので ，何卒 ご 寛恕のほどお 願い致します。 それにつけましても ，本誌の順調な 発 

刊の蔭に，歴代編集幹事のご 苦労がどれだけあ ったことか，改めて 偲ばれる思いでございます。 

なお， 3 号までは既に 入稿済みで， 目下は 4 号の入稿を期日までに 果たすべく努力中であ りま 

す 。 会員諸氏のご 投稿を ， 切にお願いする 次第であ ります。 ご 投稿などのご 連絡は下記 宛 お願い 

致します。 

226 神奈川 l 県横浜市緑区長津田町 4259 

東京工業大学生命理工学部生命理学科 星 元紀 

電話 045 一 924 一 5720 ( グ イアルイン ) 

Fax 045-924-5777 

E@ Mail@ dgdhoshi@@@bio ・ titech ， ac ． jp 

訂正 

前号 3 頁本文 7 行 目に， ". …‥編集主幹や 印刷所 " とあ るのは "              編集幹事や印刷所 " の 誤 

りですので， ここに訂正致します。 
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第 6 回 加藤淑 裕 記念賞候補者募集要項 

L 趣 旨     
永年日本における 発生生物学の 発展に尽くし 1988 年に逝去された 加藤淑 裕 博士を記俳する 

ために設けられた 賞であ り，発生生物学の 分野において 優れた独創的研究を 行なっている 35 歳 

以下の研究者 ( 応募締切目における 年齢とする ) に対して加藤淑総記俳賞を 贈呈するものであ 

る。 候補者の国籍は 問わないが， 日本国籍以外の 場合は日本での 研究の経験があ るか， または 

日本人と共同研究をした 研究者を賞の 対象とする。 

2 . 褒賞金     
受賞者に賞状ならびに 副賞 ( 総額 50 万円 ) を贈呈する。 受賞件数は 2 件以内とし複数の 時 

は 賞金を受賞件数で 除した額を副賞として 受賞者に贈呈する。 

8 . 応募方法 : 

応募は所定の 用紙に必要事項を 記入し コピー 3 部および関連研究業績別刷 各 1 部を添え 加 

藤淑 総記念事業団に 提出する。 

4 . 応募締切目     

1995 年 9 月 30 日とする。 

5 . 選考の方法 : 

選考委員会 ( 岡田節人委員長 ) において選考する。 

6 . 選考結果および 賛の贈呈     

1995 年 11 月 30 日までに受賞者死に 通知す る 

( 連絡および送付売 コ 

三菱化学生命科学研究所内 

加藤淑 裕 記念事業団 

〒 194 町田市南大谷 11 

℡， (0427)24-6244 

なお，第 5 回加藤淑総記俳賞は ，筑波大学基礎医学系分子神経生物学教室岡野 栄之氏 「モデ 

ル生物系による 神経系の発生分化の 研究」に贈られることに 決定 い たしました。 日本発生生物 

学会および大会準備委員会のご 協力の下に，岡野氏には 本年 5 月の第 28 回大会において 記念 講 

演 をお願いする 予定です。 
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公益信託・回生物科学国際基金 
平成 8 年度助成先公募について 

l . 助成の対象 

生物科学 ( 発生生物学，細胞生物学，分子生物学等 ) の研究にたずさわっている 若手研究者 

を 対象とし申請時に 原則として n7 歳以下とし国籍は 問わない。 

また，諸外国からの 若手研究者の 募集， 招 膀などを含む。 

2 . 研究助成金 

平成 8 年 4 月一平成 9 年 3 月出発のものを 対象とする。 

総額約 400 万円。 

①長期 (3 ； 月 以内 ) の国際共同研究のための 旅費と滞在費 (1 名当り 90 万円以下 ) 。 

②短期 い力月 以内 ) の国際共同研究のための 旅費と滞在費 (1 名当り 50 万円以下 ) 。 

③国際研究集会参加のための 旅費と滞在費 (1 名当り 50 万円以下 )" 

8 . 応募方法 

所定の用紙ならびに 募集要項の詳細は 当公益信託事務局にハガキで 請求のこと。 

( ㊧長期，短期，国際研究集会の 区別を必ず明記のこと ) 。   
4 . 申込締切目 

平成 7 年 10 同 31 日 ( 必着 ) 。 

5 . 選考の方法 

当 公益信託運営委員会において 選考する。 

6 . 採否の通知 

平成 7 年 12 月に採否を通知する。 

7 , 事務局 

〒 103 東京都中央区日本橋 3 一 1 一 8 

日本信託銀行本店営業第姉部 

営 業 第 三 グ ル ー フ   

公益信託 園生物科学国際基金 

担当 : 田渕哲夫 

TEL@ (03)@ 3245-8140 

FAX@ (03)@ 3271-2843 
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ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プロバラム 

(HFSP) 

]995 年度募集開始 

HFSP は，生体のもつ 精妙かつ複雑な 機能の解明を 中心とする基礎研究を 国際的に共同して 

推進しその成果を 広く人類全体の 利益に供しょうとするプロバラムです。 HFSP は，創造的， 

独創的な研究を 国際的に推進することを 目的としており ，特に若手研究者による 国際的，学際的 

な 研究の奨励に 重点が置かれています。 

HFSP は， 1987 年のべネチア・サミットにおいて 日本政府より 提案された国際プロバラムで   

あ り， 1989 年の設立以来順調に 事業が推進されており ，世界の科学界から 高く評価されています。 

l . 研究対象分野 

A. 脳機能の解明のための 基礎研究分野 B    生体機能の分子論的アプローチによる 解明の 

ための基礎研究分野 

1 . 要素過程 

2 , 知覚と認知 

動
習
考
 

行
学
恩
 

と
と
と
 

 
 

 
 

3
4
5
 

1 . 遺伝子情報発現 

2 . 形態形成 

3 , 分子認識・応答 

4 . ェ ネルギ一変換 

  
2 . 事業内容 

研究クラント     国際的な共同研究チームに 対する研究費助成。 チーム代表者は 運営支援国 

の研究者。 

フェローン ッフ       運営支援国の 研究者が他の 国の研究機関に 行って研究を 行う場合及び 運営 

支援国以覚の 国の研究者が 運営支援国の 研究機関で研究を 行う場合を対象 

とする留学費助成。 短期フェローシップ (3 ケ月 以内 ) 及び長期フェロ 一 

、 ンップ ( 3 ケ 月一 2 年 ) の 2 種類。 

ワークショップ : 運営支援国の 研究者によってオーガナイ ズ される国際的なワークショップ 

に対する助成。 

( 注 ) 運営支援国は ，カナ タ     ，フランス， ドイツ，イタリア ，日本，スイス ，イギリス，アメ 

リカ， EC 加盟国。 詳細についてはガイドブックを 参照。 
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3 . 間合せ先 ( ガイドブック ，アプリケーションフォーム 請求先 ) 

Internati   n@@   Human@ Fronti   r@ Sci   nce@Program@ Organizati   n@ (@H@F@S@P@0@) 

Tour@ Europe 

20 ， Place@des@ Halles 

67080@ Strasbourg ， FRANCE 

  

TEL@:@ (FRANCE@ 33)@ 88.@ 21.@ 51.@ 21 

FAX:@ (FRANCE@ 33)@ 88.@ 32.@ 88.@ 97@ Ⅹ   J:@ 88.@ 32.@ 54.@ 47 

E-mail@:@ info@HFsp ， c-strasbourg ， F Ⅱ   H@F@S@P@0@ information) 

( ガイドフック ，アプリケーション フ オーム請求に 当たっての注意事項 ) 

(l) FAX, 手紙等の文書又は E メイルにて請求すること ( 英語を使用のこと ) 。 

(2) 研究グラント 及び長期フェローシップのガイドブック 及びアプリケーション フ オームの請求は 

8 月 1 日で締切。 

4 . 募集の締切 

研究グラント 及び長期フェローシップの 応募 

1995 年 9 月上日㈲までに HFSP0 に必着のこと。 

なお，短期フェローシップ 及びワークショップについては ，年間を通じて 随時受付。 

5 . 国内連絡先 

〒   100  東京都千代田区霞が 関 2-2-1 科学技術庁科学技術政策局国際政策室 

TEL.03-3501-3490  ( 直通 )  03-3581-5271  ( 内線 332) 

FAX ・ 03-3581-3079 

  

  
〒 100  東京都千代田区霞が 関 1-3-1  通商産業省工業技術院国際研究協力課 

TEL.03-3501-6011  ( 直通 )  03-3501-1511  ( 内線 4591 一 4  ) 

FAX, 03-3580-8025 
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第 27151 件 成 7 年 肋 

内藤記念科学振興 賞 受賞候補者の 推薦要領 
( 寄附 手ゐ 第 4 条の ニ ， m 究 ほ う賞 事業 ) 

平成 7 年 4 月 

財団法人 内藤記念科学振興財団 

] , テーマおよび 好捕者 

Ⅲ 人類の健康の 増進に寄与し 得る自然科学の 基礎的研究，なかんずく 疾病の予防と 治療に関 

する独創的テーマに 取り組み，自然科学の 進歩発展に顕著な 功績を挙げた 研究者。 

(2) 主たる研究者は 原則として単独とするが。 異なる研究グループによる 協同研究の場合には ， 

連名であ ってもよい。 この場合は，その 旨を推薦 書 に明記していただきたい。 

(3) 候補者の再度の 推薦も差しつかえない。 

  

2. 推薦依頼 光 

平成 7 年度は ， 

Ⅲ 高 分 子 学 会 日本獣医学会 日本醗酵工学会 

日 本遺伝学会 日本植物生理学会 日本発生生物学会 

日本ウイルス 学会 日本神経科学学会 日本ビタミン 学会 

日本栄養・食糧学会 日本神経化学会 日本病理学会 

日本解剖学会 日本生化学会 日本物理学会 

日 本 化 学 会 日本生物物理学会 日本分子生物学会 

日 本 癌 学 会 日本生理学会 日本免疫学会 

日 本細菌学会 日本動物学会 日 本 薬 学 会 

日本細胞生物学会 日本農芸化学会 日本薬理学会 

以上の 27 学会 (50 音順 ) の代表者に受賞候補の 推薦を依頼する。 

(2) 当 財団の役員および 評議員に，受賞候補の 推薦を依頼する。 

3. 候補推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

4 . ほ う 甘の全額 

第 27 回 ( 平成 7 年度 ) 内藤記念科学振興 賞 ( は ぅ賞 ) は 1 件とし，正賞，金メダルならびに 

副賞・ 300 万円を贈呈する。 

5 . 推薦方法 

所定 W 別紙 ) の用紙に必要事項を 記入し， 当 財団あ て送付する。 
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6. 推薦宙の締切目 

平成 7 年 m1 月 20 日とする。 

7 . 選考の方法 

下記委員からなる 選考委員会を 設けて，平成 8 年 1 月中旬に選考 し ，評議員会の 同意を求め理 

事会で決定する。 

選考委員 ( 敬称略 ) 

( 鈴 木 紘 一 ), ( 濱 岡 利 之 ), ( 葛 西 道 生 ), (Jl@ 合 述 史 ), 
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  九 m 正 雄， ( 村 松 旭， 喬 ),  室 伏 山 村 庄 亮 

注 ) 5 月中旬に ， かソコ 内の委員は任期満了につき 退任され，後任が 選任される予定。 

8. 受賞者決定の 報告 

平成 8 年 2 月上旬に推薦者あ て採否を報告する。 

9. ほ う 賛の贈呈 

ほ う賞 決定者にたいしては ，平成 8 年 3 月上旬に内藤記念科学振興賞を 贈呈する。 

  

10 ．ほ う 宜の使途 

ほ う 賞金の使途にたいしては 条件をつけない。 

Ⅱ． 本 賞の英文名 

The  Naito  Foundation  Research  Prize  for  1995 とする。 

12.  付 記 

このほう賞金品 ( 内藤記念科学振興 賞 ) は ， 昭和 Ag 年大蔵 省告示第 61 号により，非課税とさ 

れています。 

  

推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人内藤記俳科学振興財団 

東京都文京区本郷 3 一 42 一 6, NKD ビル 8 階 ( ㊦ 113) 

電話 (03)3813 一 3005( 直通 ),  FAX  (03)3811 一 2917 
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第 27 回 ( 平成 7 年度双期・後期 ) 

内藤記念海外学者 招 へい助成金の 推薦要領 
鱒附ィ 〒 為 第 4 条の五，海外学者 招 へ いぬ 成事 掲 

平成 7 年 4 月 

財団法人 内藤記念科学振興財団 

几 テーマおよび 候補者 

人類の健康の 増進に寄与し 得る自然科学の 基礎的研究，なかんずく 疾病の予防と 治療に関す 

る 独創的 テ一ヤに 意欲的に取り 組み，国際的に 高い評価を得ている 外国の研究者。 ただし， 助 

成金はその外国の 研究者を招へかする 受入れ責任者に 贈呈するものとする。 

2 . 招 へいの時期 

前期             平成 7 年 10 同 1 日一平成 8 年 6 月 30 日の間に外国の 研究者を招へ い するもの。 

後期……平成 8 年 4 月 1 日 一平成 8 年 12 月 31 日の間に外国の 研究者を招へ い するもの。 

3 . 予算及び助成額 

山 本年度の海覚学者 招 へい助成金の 予算は前期・ 後期とも 500 万円が計上されている。 

(2@  1 件は往復の航空料金または 滞在費として 50 万円までとする。 

4. 推薦者 

Ⅲ 総合大学の学部においては 学部長，研究所においては 研究所長とし 単科大学においては 

学長とする。 大学以覚の場合には ， 当 財団の理事会が 承認した研究機関の 代表責任者とする。 

(2) 当 財団の理事会が 定めた基礎的領域の 27 学会の代表者とする。 

(3) 当 財団の役員および 評議員とする。 

5 . 推薦件数 

前期・後期とも 1 推薦者から 各 1 件に限る。 
  

6 . 推薦の方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し ， 当 財団あ て送付する。 ( その複写用紙を 使用してもよい ) 

7 . 推薦締切目 

前期             平成 7 年 7 月 20 日， 後期……平成 7 年 11 月 20 日 

8 . 選考の方法 

下記委員からなる 選考委員会を 設けて平成 7 年 9 月中旬，並びに 平成 8 年 1 月中旬に選考 し， 

評議員会の同意を 求め，理事会で 決定する。 なお， 同一の学会等に 招へかする候補が 複数申請 

された場合には ，採択は 1 件以内となる。 

選考委員 ( 敬称略 ) 

( 鈴 木 紘 --), ( 濱 岡 利 之 ), 偲 西 道 生 ). ( 川 合 述 史 ), 

一 10 一 



  

里 @,@ Jll 清， 斎 藤 英 彦， 斎 藤 洋 ， 拍 井 俊 一 ), 

竹 市 雅 俊， 畑 中 正 一， 廣 澤 一 成， 藤 井 義 明， 

藤 島 正 敏， 三 井 将 光， ( 真 崎 知 生 ), 御子 柴 克 彦， 

光 山 正 雄， ( 村 松 喬 ),  室 伏 旭，   
注 ) 5 月中旬に ，かソコ 内の委員は任期満了につき 退任され，後任が 選任される予定。 

9 . 採否の通知 

前期は平成 7 年 10 戸上旬に，後期は 平成 8 年 2 月上旬に推薦者あ て採否を報知する。 

]0 ．助成金の交付 

助成決定者に 対しては，前期は 平成 7 年 10 月下句より，後期は 平成 8 年 2 月下旬より，必要 

に応じて受入れ 責任者に内藤記念海外学者 招 へ い 助成金を送呈する。 ただし， これの贈呈式 は 

  平成 8 年 3 月中旬に挙行するものとする。 
Ⅱ．助成金の 使途 

外国人研究者 招 へ い の助成金は，推薦書記載どおりに 使用することを 原則とする。 万一途中 

で 使途を変更する 場合には，その 旨 あ らかじめ申し 出て者財団の 承認を求めること。 

12. 結果の報告 

この助成金には 特別の条件はつけないが ，その結果について 受入れ責任者より 報告書を当財 

団に提出していただきた い 。 ( 原稿用紙は， 当 財団よりお送りする。 ) 

は．成果の刊行 

成果について 刊行する場合には ， " 財団法人内藤記俳科学振興財団 ( 英文の場合は TheNaito 

Foundation) の助成による " 旨を明記してください。 

]4. 招 へい研究者の 来日が中止になった 場合の扱いについて 

招へい研究者の 来日が中止になった 場合は、 原則として助成金を 辞退していただくこととな 
  

り 、 代理の研究者の 招へい費用に 充当してはならない。 なお、 来日が延期になった 場合は、 す 

みやかにその 旨の連絡をし、 当 財団の承認を 求めること。 

15. 推薦書の請求について 

本 推薦 書 が不足した場合 ( 前期・後期とも 候補者を推薦 ) は，事務局までご 一報ください。 

折り返しお送り 申し上げます。 

以 上 

推薦菩提出先および 連絡先 

財団法人内藤記俳科学振興財団 

東京都文京区本郷 3 一 42 一 6,  NKD  ビル 8  階 ( ㊦ 113) 

電話 (03)3813 一 3005( 直通 ),  FAX  (03)3811 一 2917 
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第 27 回 ( 平成 7 年度 ) 

内藤記念研究成果刊行助成金候補者の 推薦要領 
定期刊行物 ( 学術雑誌 ) 

( 寄附行為第 4 条の三，研究成果刊行助成事業 ) 

平成 7 年 4 月 

財団法人 内藤記念科学振興財団 

] . 助成対象 

Ⅲ 人類の健康の 増進に寄与し 得る自然科学の 基礎的研究領域における 定期刊行物 ( 学術 雑 

誌 ) で ， 年に 4 回以上発行するものとする。 なお， 主 対象は原著論文を 掲載する英文の 一次 

情報誌であ るが，二次情報誌も 対象となり得る。 

(2) 我が国の研究者および 学 協会が主体となって ，学術の国際交流に 資するために 定期的に 

刊行する英文学術 誌で ，原則として 創刊して 10 年未満のものを 対象とするが ，これから発刊 

するものでも 差しっかえない。 発行所の如何 ( 国籍， 学 協会，任意団体，出版社など ) は 問 

わないが，編集上の 権 利と責任とが 学協会または 研究者に属するものとし ，出版社が独自に 

企画し編集するものは 対象外とする。 なお，創刊 10 年以上のものでも ，編集方針を 大幅に変 

更 して誌面の刷新を 図りつつあ るものは対象に 加える。 

(3) 一度 本 助成を受けたものでも ，創刊して 10 年未満であ れば再度の応募も 認める。 

2. 予算および助成額 

本年度は 550 万円の予算を 計上しているが ，その内訳は 定期刊行物の 新規採択に 250 万円， さ 

らに別に実施する 学術図書の刊行に 300 万円を配分する。 なお，定期刊行物に 対する助成額は ， 

1 件 50 万円一 200 万円 ( 年 ) とするが， 2 一 3 年の継続助成も 場合によっては 認める。 

3. 推薦者 

㈲ 当 財団の理事会が 定めた基礎的領域の 27 学会の代表者とする。 

(2) 当 財団の役員および 評議員とする。 

(3) 科学奨励金と 同様に，大学の 学部長，研究所長等の 推薦でも差しっかえない。 

4. 候補推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

5 . 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し 当財団あ て送付する。 ( その複写用紙を 使用してもよい ) 

6. 推薦締切目 

平成 7  年 11 月 20 日とする。 
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7 . 選考の方法 

下記委員からなる 選考委員会において ，平成 8 年 1 月中旬に選考 し 評議員会の同意を 求め ， 

理事会で決定する。 

選考委員 ( 敬称略 ) 

( 鈴 木 紘 一 ),  ( 濱 岡 利 二 ),  ( 葛 西 道 上 ),  ㎝ 合 述 史 ), 

里 ,,@ @l@ 清， 斎 藤 英 彦， 斎 藤 洋 ， 拍 井 俊 一 ), 

竹 市 雅 俊， 畑 中 正 Ⅰ 廣 澤 一 成， 藤 井 義 明， 

藤 島 正 敏， 三 井 将 光， ( 真 崎 知 生 ), 御子 柴 克 彦， 

光 山 正 雄， ( 村 松 喬 ),  室 伏 旭， 山 村 庄 亮 

注 ) 5 月中旬に ， かソコ 内の委員は任期満了につき 退任され，後任が 選任される予定。 

8 . 採否の通知 

平成 8 年 2 月上旬までに 推薦者あ て採否を報知する。 

9. 助成金の交付 

助成決定者にたいしては ，平成 8 年 2 月中旬 一 3 月中旬に内藤記念研究成果刊行助成金を 送 

呈する。 ただし， これの贈呈式は 平成 8 年 3 月中旬に挙行するものとする。 

10 ．助成金の使途 

研究成果刊行助成金は ，推薦書記載どおりに 使用することを 原則とする。 万一途中で使途を 

変更する場合には ， その 旨 あ らかじめ申し 出て当財団の 承認を求めること。 

Ⅱ．刊行条件及び 報告 

対象となる刊行物のコピーライト 頁に ， " 財団法人内藤記俳科学振興財団 ( 英文の場合は The 

NaitoFoundation) の助成による " 旨を明記するとともに ，対象期間 (1 年一 3 年 ) に発行さ 

れた学術雑誌を 毎号 2 冊， 当 財団に寄贈していただきた い 。 

12. 刊行の期限 

学術図書及びこれから 創刊する定期刊行物については ，原則として 助成金交付後 12 一 18 ケ月 

以内に 干 何千すること。 

以 上 

  

推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人内藤記俳科学振興財団 

東京都文京区本郷 3 一 42 一 6, NKD ビル 8 階 ( ㊦ 113) 

電話 (03)3813 一 3005( 直通 ),  FAX  (03)3811 一 2917 
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日本学 笏 会議だ 迂り ル ． 36 

第 2 回アジア学術会議開催される 
平成 7 年 3 月 日本学術会議広報委員会 
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(2) 国際会議国内開催 66,211 

  

㈹ 代 表 派 遣 44,006 

(4) 二 国 間 交 流 6.823 
(5) アジア学術会議の 開催 22,205 

3  会員 推 薦 関 係 費 20,000 

4  その他の事務費年 601.824 

7 年度開催 ( 神経生理学，健康教育， ロボット，憲法，真空物 
理学，獣医学の 6 会議 ) 

8 年度開催 ( 理論・応用力学，国際関係，熱帯医学，地域学会， 
化学熱力学，畜産学の 6 会議 ) 

一般事務処理費 等 

第 2 回アジア学術会議～科学者フォーラム ～ 

の概要について 

日本学術会議は ，アジア地域の 各国科学者の 代表を 

東京に招き，本年 2 月 6 日㈲から 9 日㈲までの 4 日間， 

三田共用会議所 ( 東京都港区 ) において第 2 回アジア 

学術会議一科学者フォーラムーを 開催しました。 
会議には， 中国， インド， インドネシア ， 日本， 大 

韓 民国，マレーシア ， フィリピン， シンガポール ， タ 

イ，ベトナムの 10 か 国の学術推進機関 ( アカデミ一等 ) 

から推薦された 人文・社会科学系及び 自然科学系の 科 

学者 20 名が出席し ( 日本からは伊藤正男日本学術会議 
会長及び利谷信義副会長が 出席 ), 「アジアにおける 学 
術交流のための 方策」をメインテーマとして 活発な討 

議を行いました。 

初日の 6 日には， タイのチュラポン 王女殿下， イン 
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ドの メノン博士による 特別講演が行われたほか ，高岡 

総理府次長 ( 内閣総理大臣あ いさつ代読 ), 藤田学士院 
院長をはじめ ，国会議員，関係学協会の 方々約 200 名を 
お迎えし，開会式及び 歓迎レセプションが 開催されま 

した。 

翌 7 日からは，それぞれの 国籍や専門分野を 超えて， 

アジア地域における 学術の振興という 共通の目的の 下， 

熱心な討議が 行われました。 

その結果は，次項議長サマリーとして 取りまとめら 

れ ， 9 日に無事閉会しました。 

開催に当たり 御 支援，御協力いただきました 方々に 

厚くお礼申し 上げます。 

議長サマリー ( 要約・低調 ) 
第 2 回アジア学術会議～科学者フォーラム ～ 

l995 年 2 月 6 日 一 9 日，東京 

1. 第 1 回 アジア学術会議 (1993 年 11 月， ACSC) の提 

案に基づき、 第 2 回アジア学術会議が 日本学術会議 

の主催により ，アジアの 10 カ国から 20 名の科学者を 

集めて開催された。 参加国として 新たに べ トナムが 

加わり，暖かく 迎えられた。 開会式において ，タイ 
王国のチュラポン 王女殿下及びインドのメノン 博士 

による「アジアにおける 学術交流のための 方策」を 

テーマとした 講演が行われた。 また，村山総理大臣 

及び藤田学士院院長から 祝辞が送られた。 

2. 前回の議長サマリ 一の諸原則を 議論の出発点とし 
最近の科学の 動向， 21 世紀に向けた 世界の状況を 踏 

まえ，アジアの 科学者の継続的かつ 効率的な学術交 

流のためのテーマを 巡って総合的な 検討がなされた。 

3. 討議の中で，参加者は ，経験に基づくユニークで 

示唆に富むアイデアを 紹介し幅広い 観点から意見 

を交換した。 要点は次のとおりであ る。 

(1) 科学分野における 協力は，人々の「生活の 質」 
の向上だけでなく ，アジア地域における「持続可 

能な発展」も 目的としなければならない。 
(2) 環境破壊，人口爆発等の 地球的課題への 取組み 
に際し，人文・ 社会科学者と 自然科学者が 密接に 
協力していくことが 重要であ る。 

㈹ アジア地域においてとりわけ 重要な「持続可能 

な発展」を確保し ，国際的な共同研究を 促進する 
ために，人材育成が 重要であ る。 このための国際 

協力は，平等互恵の 原則の下に推進されなければ 

ならない。 

(4) 化学，農学，医学等の 特定の分野において 現在 
行われている ， また，将来行われるであ ろう い く 

つかの試み㏄アジア イヒ学 推進機構」，「アジア 応用 

・ンステム分析研究所 山 「アジア伝統医学推進機構」， 

「自然災害の 緩和のための 科学協力」 ) が地球的課 

題を解決するための 方策として紹介された。 また， 
「共生」という 概念に関して 議論があ った。 

4. 参加者は ACSC における中長期的な 研究目標として 
「持続可能な 発展」を取り 上げた。 このテーマは ，さ 
らなる検討を 通じて， より扱いやすいサブテーマへ 

と細分化される 必要があ る。 また， 21 世紀を見据え 

つつ，アジアの 知の伝統を生かし ，人文・ 社 全科学 
及び自然科学の 融合を図るという ，新たな観点から 

研究を行っていくことも 将来の目標であ る。 

5. これらの問題を 議論する場として ， ACSC のあ り 

方は大きな関心を 集めた。 
将来の展開として ACSC を恒久的な組織にするこ 

との可能性についても 議論があ った。 参加者は別紙 
に示された基本理念， 目的及び活動に 概ね同意し 
各自，持ち帰って 関係方面とさらに 議論することと 
なった。 

6. ACSC の目標を達成するため ，参加者は努力を 続け 

ることに同意し ， 少なくとも新組織が 確立するまで 

の間は日本学術会議により ACSC が毎年開催されるこ 

と， また，将来的には 日本以外でも 開催されること 

が望まれた。 なお、 日本学術会議が 新組織の事務局 

となり， また，各国は 各々の窓ロとなる 機関を決め 
るべきであ るとされた。 

新組織について 

1. 基本理念 

a. アジア共通の 課題について 審議，建議する 組 

織 
b. アジアの知の 伝統を踏まえ ，人文・社会・ 自 
然科学の融合を 図る組織 

c. アジア域内各国各地域に 広く開かれ，他の 国 

際学術団体とも 連携を図る組織 
2.  目白 勺 
「持続可能な 発展」と「生活の 質」の向上を 目 
指して国際学術協力を 推進するため ，人文・社会・ 

自然各分野の 科学者が国籍や 専門を超えて 意見， 

情報の交換を 行 3 場となること。 

3. 活動 
a. 科学者に関する 提案とその フ オローアップ 

b. 学術情報の収集・ 解析・普及 
c. アジアの学術界の 連携強化 

d. 進 4 子中の研究活動の 評価・調整 

e. 総会の開催， シンポジウム・ワークショップ 

の支援 

日 半双書の刊行案内 

日本学術会議主催公開講演会の 記録をもとに 編集さ 
れた次の日常双書が 刊行されました。 

日半 双書 N0 ． 22 「尊厳死の在り 方」 

( 定価 コ 1,000 円 ( 消費税込み，送料 240 円 ) 
米問 い合わせ先 

㈱日本学術協力財団 ( 〒 106 港区西麻布 3 り 4 り 

交通安全教育センタービル 内 む 03-3403-9788) 
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会 員 異 動 

(1995 年 1, 2  月分 ) 

く 新入会員 ) 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) ( 住 所 ) 

白首 安昭 国立遺伝学研究所遺伝 〒 411 三島市谷田 1111 

実験生物保存研究セン 

タ一 

森田 清和 北海道大学薬学部生体 〒 060 札幌市北区北 12 条 西 6 

機能化学講座 丁目 

東ロ 卓 定 田辺製薬㈱安全性研究 〒 532 大阪市淀川区加島 

所 見 3 一 Ⅰ 6 一 89 

( ①テーマ，②材料 ) 

①哺乳類の発生生物学 

②マウス 

①緑虫 C.elegans における 

ce 廿 l (TGF- タスーパー 

ファミリー・ホモロバ 遺 

伝子 ) の機能解析 

①生殖・発生毒性 

②ラット，ウサギ 

依田 

山
 

山
 

中
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井
 

内
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学
 

学
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学
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欣哉 名古屋大学生物分子 応 〒 464-0@ 古屋市千種区不老町①メダカ 胚 形態形成機構の 

答 研究センター 純系 動 分子生物学的解析 

物 ②メタ     カ (0 り移ね s  肋古中 。 め 

人敵 浜松木トニクス㈱ 筑波 〒 300-26 つくば市東光白 3-19-2 ①ウニの発生 

研究所 

泰英 成熟機構研究所 東京大学医科学研究所 〒 108 港区白金台 4-6-1  ①哺乳動物卵子の ①哺乳動物卵子の 成熟機構 

獣医学研究部 ②ブタ，マウス ，卵子 

美保 大阪大学大学院医学研 〒 565 吹田市 m 円丘 2 づ ①神経系の発生 

先料生理学第二講座 ②ニワトリ 

陽一 京都大学大学院理学研 〒 606 京都市左京区北白川追①ショウジョウバエ 

先料生物物理学専攻 分町 N  cadher@  の同定および 

機能解析 

洋子 大阪大学大学院医学研 〒 565 吹田市山田 丘 2 づ ①神経系の発生機構 

先料生理学第二講座 ②ニワトリ，ラット 

達也 慶膳 義塾大学大学院医 〒 160 新宿区信濃町 35 ①神経回路の 形成機構 

学 研究科生理学教室 ② ゼ フラフィッシュ 

利保 関西学院大学理学部化 〒 662 西宮市上 ケ原 一番町 ①初期発生において 発現す 

学科 1 一 155 8 遺伝子の探求 

②アフリカツメガエル 
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( 氏 名 ) ( 所 属 ) U 主 呵 り ( ①テーマ，②材料 ) 

㈱平田 昌 大阪大学大学院理学研〒 560 豊中市待兼山町 1-16  ①魚類形態形成と 神経 冠細 

先料生物学教室 目 打 

②ソードテール 

伴河 、 野寺 浩 東北大学大学院医学 所 〒 980-77 仙台市青葉区 皇 陵 W  ①精巣特異的 GATA-l プロ 

究 科第二医化学教室 2 一 1 モータ一の機能 

㈱柴田 幸改 名古屋大学大学院理学 〒 464 名古屋市千種区不老 W  ①神経発生 

研究科分子生物第 7 講 1 一 1 

座 

( 学 村田 卓也 京都大学大学院理学研 〒 606 京都市左京区北白川追①クリスタリン 遺伝子の水 

先料生物物理学教室 形 分町 晶体 特異的な転写を 制御 

質 発現学講座 する因子の研究 

㈱碓井 理 大 京都大学理学部 〒 606-01 京都市左京区北白川追①神経発生 

分町 ②ショウジョウバエ 

㈱石橋 祥子 奈良先端科学技術大学 〒 630-01 生駒市高山町 8916-5  ①水晶体分化の 分子機構 

院 大学バイオ サ イェン ②アフリが ツ メガエル 

ス 研究平井 

く 住所変更 ) 

  

( 氏 名 ) 

小林 啓邦 

前 l@  男影 

高田 邦昭 

野 Ⅱ @ 宏幸 

元山 純 

( 所 属 ) ( 住 所 ) 

朝日大学歯学部生物学教室 〒 50H-02 岐阜県本巣郡穂積 W 大字穂積 1851-1 

国立予防衛生研究所放射能管理 〒 162 新宿区月山 1-23-1 

室 

群馬大学生体調節研究所調節機 〒 371 前橋市昭和 BT3-39-15 

構部門細胞構造分野 

干葉大学理学部生物学教室 〒 263 千葉市稲毛区弥生 W1 円 3 

三菱化学生命科学研究所 P6-2  〒 194 町田市南大谷 11 

富永 開 高知医科大学医学部生物学教室 〒 783 南国市岡豊 W 不運 

小林 治千 千葉大学理学部生物学教室 〒 263 干葉市稲毛区弥生 W1 円 3 
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〒 565 吹田市山田 丘 2 リ 

〒 860 熊本市本荘 2 づ Ⅰ 

未学，姉枝 試行，黒石くみ 子 ，中村 律子， 

小清水君 一 大阪大学医学部バイオメディ ； 

ル 教育研究センター 腫瘍生化学 

若松 義雄 Jim  Weston,s  Labo., Institute 

of  Neuroscience, Univ. of  Ore. 

gon  (Adr:Eugene, OR  97403- 

1254, U.S.A.) 

@ 判 吉田 道生 熊本大学医学部遺伝発生医学研 

究施設形態発生部門 

く 退 会 ) 

井上 米， 森 M, 和郎，河内 千恵，葺石 

吉本曲言 子 ，岩田 正一 
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( 賛助会員 ) 

生物学・生態学洋書のことならバリーン 洋書㈱ 〒 210  jll 崎 市幸区塚越 2-260 

T  E  L  044-533-0470 

生命 誌 研究 館 〒 569  高槻市柴灯 1-1 

T  E  L  0726-81-9750 

三菱化学生命科学研究所 〒 194 町田市南大谷 11 

TE L 0427-24-6226 

明治乳業㈱ヘルスサイエンス 研究所 〒 250  小田原市成田 540 

TEL@ 0465-37-3661 

試薬及び理化学機器販売の 理科研㈱ 〒 463  名古屋市守山 区 九卿 2-107 

TE L@ 052-798-6151 

科学の技術に 奉仕する理工学社 〒 113 文京区 本 駒込 5-9-10 

TE L 03-3928-5211 

次代を担うバイオテクノロジ 一和肺葉㈱ 〒 606  京都市左京区北白川西伊織 町 25 

TE L 075-721-0491 

(50 音 Jl は ) 
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賛助会員へのご 入会のお願い 

日本発生生物学会 

会長 岡田 益舌 

近年， ライフサイェンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学に 大きな関心と 注 

目が払われるよ う になって きい りました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ， 日本を主に，外 

国の発生学者を 混じえて約 1,100 名を結集しております ，発生学は，言 う までもなく医学・ 農学等の 

諸分野とも深い 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題，癌細胞 

0 基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学の 大きな関心の 的になっております。 日本発生生物学会 

は，これらの 分野での活発な 研究者を会員としております。 又 ，本学会の刊行致しております 欧文 

誌 "Development, Growth and D@erentiation" (DGD) もこの方面の 国際的学術雑誌として 高く 

喜 平 7 面されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒，本学 

会 趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜りますよ う 御願 い 申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「インフォメーション・サーキュラー」誌上に 特記され，不 

会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し受け 

ております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 

〒 444  岡崎市明大寺町西郷 中 38 
基礎生物学研究所生殖研究部門内 

日本発生生物学会 
TE 以 0564)55-7550  FA 刈 0564)55-7556 功 - ')- 敗 % Ⅱ 円目ハ 

日本発生生物学会賛助会員入会申込書 
  

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 
 
 

日
 

円
 

用
 

年
 

回
 

 
 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 
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広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ，さ 

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

会であ り，国内外に 約 1,100 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 DeveIopment, Growth and Differentiation は，日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回発行し国内に 約 1,100 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン・サーキュラーを 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是非 

ご 協力頂きますようお 願い致します。 

  広 生 Ⅰ 料 

D  G  D  本誌 1 頁 年 6 回 150,000 円 

半 頁   78.000 円 

インフオメーン コ ン Ⅰ 頁 年 3 回 30.000 円 

サーキュラ 一 半 頁   15.000 円 

申し込み 先 : 日本発生生物学会事務局 

〒 444  岡崎市明大寺町西郷 中 38 
基礎生物学研究所生殖研究部門内 

日本発生生物学会 
TEL  (0564)55-7550  FAX  (0564)55-7556   切 り 取 り 線 ------------------                                                                         

広告申し込み 書 

年 月 日 

  日本発生生物学会 御中 

広告の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

口 DGD 本誌 1 頁 

口   半 頁 

ロ サーキュラ 一 1 頁 

口   半 頁 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 

一 21 一 



研究用試薬 存 ザイナキシス 社 

生 細胞の染色に 

細胞蛍光標識キット 
Ce Ⅱ」 inke 「 Technology に基づく細胞染色法で ，細胞膜 

に高 親和性を持つ 新しいタイプの 蛍光色素 PKH2 または PKH26 
蛍光色素と希釈 液 とを組み合わせた ，細胞蛍光標識キットです．   

細胞と数分間混合するだけで ， 生 細胞をその機能を 損うことなく 染色 

可能 て     ，細胞の移動や 増殖のモニタリンクに 大きな威力を 発揮します． 

便 です 
従来 "Cr 等を用いて行われていた LAK 糸田 胞の モニタリンク     や NK 活 

性の測定が簡便に ， しかも安全に 行 う ことができます   

鱗芽 億ス 甘です 
ウサギ赤血球を 標識した場合， PKH26 では in vivo でその溶出の 半減 

期が 100 日以上を示し ，長期のモニタリンバが 可能です   

Tumor Localization of PKH26 LabeIed 

TILs. 

マウス肺癌組ネ 哉にⅠ 受 潤している， PKH26 て。 

染色した IL-2 処理リンパ球が 観察されます・ 

Photo@ Courtesy@ of 

Drs ． Per@ Basse@ &@ Ronald@ H ， Goldfarb 

Pittsburgh@ Cancer@ Institute ， Pittsburgh ， PA 

  

 
 

  （   

発売元⑤大日本製薬株式会社 〒 TKL 564 大阪府吹田市 大阪 (06@  386-2164( 江 の本町 33-94 代表 ) 
ラボラトリー プロダクツ 部 東京 (0 目 3828-6544( 代表 ) 
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マウスのテラト 一マ 森脇和郎 野Ⅰ武彦村松 / 庄 喬 / 編集 
一 EC 細胞による哺乳功物の 実験発生学一 定価 3914 円 ( 税込 )A5 判・ 296 頁・並製 

テラト一％ の 生物学的な知識， EC 細胞の種類と 成立， EC ぉ m 胞を用いた初期胚の 
細胞生物学・ 分子生物学的研究， EC 舟 m 胞のキメラ動物への 応用などについて ，研 
究の進展を紹介しその 理論と実験技術を 解説してあ ります・ 

哺乳動物の初期発生 
妹尾主知 丸 加藤淑 裕 入谷 明 

鈴木 枕悦 無 難 / 編集 
定価 15450 円 ( 税込 )B5 判・ 480 頁・上製 

一課 礎 理論と実験浩一 
初期発生の基礎理論をはじめに 説明しついで 初期胚を研究対象とする 主要な実験 

研究法を解説してあ ります．生命現象研究へ 大きな手がかりとなる 本書は，医学・ 
生物学・農学・ 薬学を専攻する 研究者の必携の 書です・ 

体細胞遺伝学 山根 紙 岡田善雄 堀川正克 黒木登志夫 / 綿車 定価 10094 円 ( 税込 )A5 判・ 720 頁・上製 

HV J による細胞融合法，薬物や 放射線，化学物質を 用いた細胞の 突然変異による 
研究，あ るいは遺伝子組 操 法を使った研究等体細胞遺伝学研究の 最前線をまとめた 
モノバラフィー．医学・ 生物学・農学・ 薬学研究に絶好の 参考書です・ 
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" . 業務・ " 。 容 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

設計・監理・ 施工業務 

・水族館、 水産試験場、 大学、 研究所、 臨海実験所、 栽培漁 

業センタ一など 水生の生物が 係 わりを持っ施設の 建物およ 

び建物附属設備の 企画、 設計、 監理および施工。 、 

・建物および 建物附属設備の 設計、 監理および施工。 

・水生生物飼育用環境調節設備の 設計、 監理および施工。 

・動植物用環境制御設備の 設計，監理および 施工。 

・その他一般空気調和設備、 給排水設備、 衛生設備および 電 

気設備などの 設計、 監理および施工。 

機器開発、 製作、 販売業務 

  生物の環境制御に 必要な各種機器の 開発、 設計、 製作およ 
び販売。 

  スイミングプール 用各種機器の 開発、 設計、 製作および 販 
  
ク g 。 

2 . 機 99 ゑび装仮 
加熱冷却関連 槻器 

加熱ユニットⅠ冷却ユニットⅠ加熱冷却ユニットⅠチタン 
ヒーターノチタン 製ルート式， 投込式 ，プレート式熱交換 

器 

測定記録制御機器 

温度調節 器 / 測 担体 /pH, DO, 塩分濃度制御装置 / 圧 
力調整器Ⅰ水質測定器 
恒温、 定温糟、 湿度勾配装置 

低温桓温循環 水拍 / 恒温循環水槽 ノ階混 飼育 柚 / 温度勾配 

装置 / 超小型インキュベーターⅠ超小型電子式正 連 桓温 柏 

/ ゼットコンデンサーノ 恒温コンテナーノ 恒温ポックスノ 

ポータブルインキュベーター 

無菌、 殺菌、 5 週装置 

海水用流水殺菌装置 / オゾン紫外線流水殺菌装置Ⅰ流水式 

加熱滅菌装置Ⅰ無菌 5 週 器 / 本城 式 プランクトン 油綿 装甘 

  

  

八 福山大学マリンバイオセンタ 一 大型飼育 本 柏 150m3 

/ 脱塩素装置 ノ 活性炭フィルターノ 自助 砂 洗浄ふるい 抜 ▲遠洋水産研究所桓温生物飼育実験室岡屋覚冷却設備   
環境調節装置、 桓温室 
マルチハイデンス 装置Ⅰ水生生物環境調節装置Ⅰヤリイ ； 

飼育水槽Ⅰ加熱冷却 ろ近 循環ユニット / 水平垂直温度勾配 
反応試験装置 / 魚介類飼育用加圧水槽 / 潮汐 水棺 Ⅰ渓流の 
ぞき水槽Ⅰ回流水槽Ⅰ加圧 式 インキュベ - ターⅠ魚介類呼 
吸 量 測定装置 / 塩分濃度調節装置Ⅰ藻類培養装置 / 海草育 
成 器 / 魚類選好 忌 $ 壁 温度試験装置Ⅰ活魚輸送車 / タイドプ 
ールⅠ低温生物飼育培養室Ⅰ恒温室 ノ プレハブ冷蔵 庫 / 功 
物飼育 室ノ 木村 式 多段式ふ化 柏 

飼育用品、 医薬品 

ガラス、 アクリル、 FRP 、 ポリカーボネート 等各種本柏 

/ フィルターノ 水 ポンプ / 空気ポンプ / エアーストン ノ 酸 
素分散 器 / エア一 コックⅠジョイントノ 照明装置 / 自助ラ 
イトコントローラノ 砂 、 砂利、 大磯 砂 、 珊瑚 砂 、 天然ゼ 

オライト等 5 打Ⅰ人工海水 / 動物用 ( 鑑賞魚用 ) 医薬品 / 
温度計 / 比重計ノビニールホースノ 縮 

プール用品 

照明用、 観察用水中 窓 / 水中照明装置 / 水門 ▲東京都立大学水棲生物飼育 旛設 内のマルチハイデンス 装置 
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